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認知発達理論分科会について
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認知発達理論分科会について

https://jsdpscdt.jimdofree.com/
例会報告 (例会の開催日とテーマ一覧 (2019年度～))
第58回例会 2019年 6月 1日 子どもはどのように数学力を身につけていくか
―数言語、数直線、および空間思考の役割―
第59回例会 2019年9月22日 Pierre Noël Barrouillet ed. (2015). 

Special issues: Theories of development. Developmental Review Vol.38.

第60回例会 2019年12月15日 Gilbert Gottliebの蓋然的後成説:

発達システム理論と経験概念の再考
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13:00～13:30 企画趣旨とアファンタジア研究の概観
杉村伸一郎（広島大学）

13:30～14:00 アファンタジアの存在は子どもの認知発達に何を示唆

するか？ ―Piaget理論から見たアファンタジアー

中垣 啓（早稲田大学名誉教授）

14:00～14:30 視覚的イメージは何の役に立つのか？ ―aphantasiaを

通して乳幼児のイメージ世界を空想（fantasy）する―

木村美奈子（名城大学）

14:30～15:00 心的変換における方略の個人差

野田 満（江戸川大学）

15:00～15:10 休憩 15:10～16:00 ディスカッション

アファンタジアの子どもの認知発達
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企画趣旨と

アファンタジア研究の概観

杉村 伸一郎
（広島大学大学院 人間社会科学研究科）
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研究者

としての自己紹介
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Ø空間認知
（３つの山問題、参照枠の利用、イメージと運動の関係）

Ø数の理解
（手指の巧緻性と計算能力、心的数直線の理解、SFON）

Ø保育・幼児教育
（保育者の省察・子ども理解、リスクを伴う遊びの意義）

研究テーマ
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学部生の時に認知心理学の授業で、心的回転の課題を行い、
自分は視覚的イメージを持っていないことに気がつきました。そして，
知覚とイメージとは何がどのように違うのか，知覚・記憶・思考という
認知過程においてイメージはどのような働きをしているのか，等の疑
問が生じました。

３回生 「生成したイメージの記憶に関する研究 －系列位置効
果と選択的干渉による検討－」

卒業論文 「短期記憶における視覚的コードの処理 －視覚によ
る構成とイメージによる生成が保持に及ぼす効果－」

視覚的イメージに関する研究との出会い

1962 1983
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1962 1983

ØSperling, G. (1960). The information available in brief visual presentations. 
Psychological monographs: General and applied, 74(11), 1-29.

ØSternberg, S. (1966). High-speed scanning in human memory. Science, 
153(3736), 652-654.

ØBrooks, L. R. (1968). Spatial and verbal components of the act of recall. 
Canadian Journal of Psychology, 22(5), 349.

ØPeterson, M. J. (1975). The retention of imagined and seen spatial 
matrices. Cognitive Psychology, 7(2), 181-193.

お気に入りの研究（学部３年生の頃）
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SICT

1962 1983 1989

VVIQとの出会い
吉崎一人・杉村伸一郎

１９８９ そろばん習熟度が

認知能力に及ぼす影響

珠算春秋, 69, 50-100.
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VVIQ その１

16の項目に関して、思い浮かべたイメージがどのくらいはっきり
しているかを、下記の５段階で評定 

１ 全くイメージがわかなくて、ただ自分が対象について考えている

ということを「わかって」いるだけである。

２ ぼんやりしていて、かすかである。

３ 中くらいの明瞭さと鮮明さである。

４ 明瞭で，かなり鮮明である。

５ 完全に明瞭で普通に見ているのと同じくらい鮮やかである。
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VVIQ その２

あなたがよく会っている親戚とか友人のことを考え，あなたの心の目に浮かぶ
そのイメージを注意して見てください。

１．顔や頭 ，肩，体の正確な輪郭

２．顔や頭 ，肩，体の正確な輪郭

３．歩行中の足の運びや歩幅など

４．どれかよく着ている衣服の中の種々の色
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VVIQ その３
5-8
太陽が昇るのを思い浮かべ、あなたの心の目に浮かぶそのイメージを注意

して見てください。（真っ青に晴れた空に太陽が照る、虹が出る等）

9-12

あなたがよく行く店の前について考えてください。あなたの心の目にうかぶそ

のイメージをよく見てください。（道路の反対側から見た店の全景、ドアの
色，形，細部等）

13-16

木や山や湖のある風景のことを考えてください。あなたの心の目に浮かぶイ

メージをよく見てください。（景色の輪郭、強い風が木と湖に吹き，湖が波

立つ等）
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ICTとSICT

熟達群と統制群 高校生９名ずつ
熟達群の段位は，２段から５段
統制群は，そろばん塾に通った経験無し
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VVIQ, ICT, SICTの結果
5
4
3
2
1

15

読み取り課題

16

読み取り課題の結果

17

イメージの心的操作能力と算数の成績

18
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アファンタジア

としての自己紹介

19

リンゴ

を思い浮かべてみてください

20

21

人によっては

リンゴの味（味覚）

触った感じ（触覚）

匂い（嗅覚）なども

一緒に体験するかも

しれません。

その一方で、

リンゴの視覚イメージ

が思い浮かばない人も

います。

この特質を 
アファンタジア（aphantasia）

 と呼んでいます。
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Øアファンタジアの状態：全ての感覚において「１」、五重苦？
全くイメージが現れないで，ただ，自分が対象について考えているということを「わかっている」だけ

小中学生の頃

Ø漢字を覚えるのが苦手 → 繰り返し書いて覚えた

Ø運動の模倣（ラジオ体操等）が苦手

大人になっても相変わらず：50歳からスポーツジムでエアロビクス

Ø算数・数学 展開図等が苦手 → 試験用紙を破って組み立てた

アファンタジアとしての自己紹介 １

https://www.try-it.jp/chapters-621/sections-
631/lessons-652/practice-3/
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昔から今まで

Ø 確認強迫（戸締まり、ガス栓、電気）

Ø 移動が苦手、片付けが苦手、探し物が多い

Ø 人の顔と名前が覚えられない、過去の記憶がほとんどない

Ø 手紙が苦手 （相手の顔やエピソードが思い出せないので）

強み？

アファンタジアとしての自己紹介 ２

悩むことや腹が立つことがほとんどない

24



2023/9/23

5

1962 20191983 20121989 2016

2012 Aさん：私の症状について

何かわかることがありましたら…

2016 Aさん：驚いた情報がありました。

2019 福島大学の高橋先生につながる。

Ａさんとの出会い
2015年07月02日

https://www.excite.co.jp/news/article/Karapaia_

52195329/

（旧）心の目が使えない、記憶の中から目にした光景

を思いだすことができない「アファンタジア」という症状

（新）頭の中でイメージを視覚化できない、記憶した

人物や物を思い描けない「アファンタジア」という症状

『心の目』を使って記憶の中から具体的なイメージを

思い起こすことができない人がいるのだ。エクセター大

学の神経学者のアダム・ゼーマンのチームが論文を発

表し、この症状に『アファンタジア』という名前をつけた。

Zeman, A. Z., Dewar, M., & Della Sala, S. 
(2015). Lives without imagery-Congenital 
aphantasia. Cortex. 73, 378–80.
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アファンタジア世界の広がり

https://aphantasia-jp.com
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1962 20191983 20121989 2016

これまでのまとめ

2023中学生

Ø視覚的イメージ能力の欠如がしだいに明確に
展開図、心的回転課題、VVIQ

Øアファンタジア研究により、他のイメージの欠如や
アファンタジアの影響（エピソード記憶等）に気づく

Øさらに、この数年、自分のアファンタジアの状態を
説明する機会がかなりあり、気づきが深まった
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アファンタジア

研究の概観

28

PsycINFOで“aphantasia”を検索

全文 KW

1960 1 0

2015 1 1

2016 2 2

2017 1 1

2018 4 4

2019 2 1

2020 5 3

2021 7 6

2022 16 15

2023 5 5

44 38
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PsycINFOで“aphantasia”をKW検索
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PsycINFOで“aphantasia”を全文検索

Busemann, A. (1960). Hirntraumatischer Verlust der Vorstellungsfähigkeit 

= Brain-traumatic loss of the power of imagination. Psychologische 
Beitrage, 4, 433–458.

The case of a S who lost his power of imagination is discussed. The 

psychological diagnosis has shown that his memory covered only 
knowledge that could be formulated in words. Experiences could not 

be remembered. When 'pictural memory' was not required the 

intellectual capacity was normal. New experiences did not lead to the 

formation of new concepts and judgments. The disturbance described 

was termed 'aphantasia.'

30
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PsycINFOで“aphantasia”を検索

全文 KW

1960 1 0

2015 1 1

2016 2 2

2017 1 1

2018 4 4

2019 2 1

2020 5 3

2021 7 6

2022 16 15

2023 5 5

44 38

visual imagery or mental imagery

2022年 全文検索 178

and aphantasia

2022年 KW検索 14 7.9%

31

PsycINFOで“aphantasia”を全文検索

分類
neurological disorders & brain damage 11
neuropsychology & neurology 5
cognitive processes 4
human experimental psychology 4
psychological & physical disorders 3
psychological disorders 3
electrophysiology 2

general psychology 2
learning & memory 2
physiological psychology & neuroscience 2

雑誌別
cortex

17

32

PsycINFOで“aphantasia”を全文検索

年齢別

adulthood (18 yrs & older) 21 47.7%

aged (65 yrs & older) 6 13.6%

middle age (40-64 yrs) 6 13.6%

thirties (30-39 yrs) 8 18.2%

young adulthood (18-29 yrs) 6 13.6%

adolescence (13-17 yrs) 1 2.3%

childhood (birth-12 yrs) 1 2.3%

school age (6-12 yrs) 1 2.3%

合計 50分母44

adolescence (13-17 yrs) 420

childhood (birth-12 yrs) 390

school age (6-12 yrs) 303

preschool age (2-5 yrs) 72

infancy (2-23 mo) 3

neonatal (birth-1 mo) 1

visual imagery or 
mental imagery 全文検索

5,969
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アファンタジアの割合

Zeman et al.(2015) Dance et al.(2022) 

N = 1,004 3.9 %
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https://doi.org/10.3389/fpsyg.2023.1174873

Takahashi, J., Saito, G., Omura, K., Yasunaga, D., Sugimura, S., Sakamoto, S., 
Horikawa, T., & Gyoba, J. (2023). Diversity of aphantasia revealed by multiple 
assessments of visual imagery, multisensory imagery, and cognitive style. 
Frontiers in psychology, 14.

分析対象者 
2,871 名において
VVIQ ≦ 32 の

人数は 105 名

3.7 %

35 36
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アファンタジア群（n = 105）統制群（n = 2,465）

全ての感覚で
イメージが浮か
びにくい

視覚イメージ
が特異的に浮か
びにくい

感覚モダリティによる特異性は見られない

Takahashi et al.(2023) アファンタジアの中も多様

クラスター：1 (n = 9), 2 (n = 55), 3 (n = 30), and 4 (n = 11)

37 38

Wicken, M., Keogh, R., & Pearson, J. (2021). The critical role of mental imagery in human emotion: Insights from 
fear-based imagery and aphantasia. Proceedings of the royal society B, 288(1946), 20210267.

アファンタジアは怖い物語を読んでも恐怖を感じにくい

39

Milton, F., Fulford, J., Dance, C., Gaddum, J., Heuerman- Williamson, B., Jones, K., Knight, K. F., MacKisack, M., 
Winlove, C., & Zeman, A. (2021). Behavioral and neural signatures of visual imagery vividness extremes: 
Aphantasia versus hyperphantasia. Cerebral Cortex Communications, 2(2)

能動的fMRIパラダイムを用いた結果

顔や場所をイメージする条件から

知覚する条件を差し引くと、

アファンタジア群に比べて、ハイパー

ファンタジア群や統制群において

強く活性化された領域
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アファンタジアの発達的研究

41

Isaac, A. R., & Marks, D. F. (1994). Individual differences in mental imagery experience: 
developmental changes and specialization. British Journal of Psychology, 85(4), 479-500.

42
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Gulyás, E., Gombos, F., Sütöri, S., Lovas, A., Ziman, G., & Kovács, I. (2022). 
Visual imagery vividness declines across the lifespan. Cortex, 154, 365-374.
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発達のテキストや論文における「イメージ」

「イメージ」という用語が意味するものを、大部分の人は視覚等の
感覚イメージと連動させて理解しているのではないか？

例えば、『ピアジェに学ぶ認知発達の科学』の96頁に「模倣が延滞
化し、イメージとして内面化してくると、それは象徴の源泉となり」と
いう記述があるが、読者がアファンタジアとそうでない場合とで、理
解の仕方が異なるのではないか？

また、アファンタジアの子どもの場合、「イメージとして内面化」される
プロセスは、アファンタジアでない子どもと異なるのではないか？
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視覚的イメージ能力の発達と補償

３つの山問題 Piaget（1956）https://slideplayer.com/slide/15065308/

３つの山問題の解決方略

アナログ的 心的回転、心的移動
デジタル的 反対側に行けば

前後・左右が反対に

対象の永続性

Out of sight, out of mind.
対象の永続性が成立する際に、

視覚的イメージが果たす役割は？
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Ø当事者として
アファンタジアのことを知りたい。

Ø研究者として
専門が幼児期の認知発達や保育・幼児教育なので、
発達的にどのような問題があるのかを知りたい。

Ø現状
しかし、乳幼児や児童を対象にした研究は行われていない。

Øそこでシンポジウムを企画
認知発達に関する理論的な観点や幼児も対象に行われている
心的変換の研究から示唆を得たい。

改めて企画趣旨
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ご清聴ありがとうございました

アファンタジアの子どもの理解と支援
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